
　

ま
ず
堀
込
薬
師
宝
性
寺
へ
。
本
堂

へ
上
が
っ
て
ご
本
尊
を
拝
し
な
が
ら

住
職
よ
り
寺
の
謂
れ
や
戦
時
中
の
学

童
疎
開
等
の
話
を
伺
う
。
境
内
で
は

堀
込
源
太
や
堀
部
お
幸
さ
ん
の
史
跡

を
見
て
、
次
の
藤
本
町
へ
。

　

観
音
山
古
墳
で
は
地
元
の
市
文
化

財
愛
護
協
会
理
事
の
原
島
明
さ
ん
に

解
説
を
頂
く
。
古
墳
時
代
前
期
の
四

世
紀
中
頃
の
、
大
型
前
方
後
方
墳
（
全

国
五
位
の
規
模
）
で
、
国
指
定
史
跡

と
な
っ
て
い
る
重
要
な
も
の
と
の
こ

と
。
墳
丘
か
ら
見
る
眼
下
の
田
園
風

景
は
正
に
「
毛
（
穀
物
）
の
国
」
そ

の
も
の
で
、
千
七
百
年
の
悠
久
の
時

の
流
れ
に
し
ば
し
思
い
を
馳
せ
る
。

　

そ
の
昔
は
渡
良
瀬
川
の
本
流
と
も

言
わ
れ
る
矢
場
川
の
土
手
か
ら
矢
場

川
公
民
館
へ
出
て
一
休
み
し
て
か
ら

南
大
町
の
芋
の
森
神
明
宮
へ
。

　

こ
こ
に
は
地
名
の
基
の
石
芋
伝
説

や
10
世
紀
の
平
将
門
の
討
伐
に
関
す

る
伝
説
、
弘
法
大
師
由
来
の
湧
水
池

が
あ
り
、
池
に
は
天
然
記
念
物
の
川

藻
が
あ
る
。

　

晩
秋
の
陽
射
し
の
中
で
ゆ
っ
く
り

昼
食
を
と
っ
て
か
ら
山
辺
公
民
館
へ

戻
る
。
中
学
生
に
持
っ
て
も
ら
っ
た

　

ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
に
ふ
れ

あ
い
、
地
元
に
暮
ら
す
子
供
か
ら
じ

い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
三
世
代

が
、
と
も
に
和
気
藹
々
と
ふ
れ
あ
い

交
流
し
な
が
ら
地
元
を
歩
く
当
社
協

の
「
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
」、
今
回

は
中
学
生
を
含
め
56
名
が
参
加
、
栗

原
事
業
委
員
長
の
労
作
に
な
る
詳
細

な
テ
キ
ス
ト
を
片
手
に
、
山
辺
南
部

か
ら
矢
場
川
地
区
へ
と
歩
い
た
。

ク
リ
ー
ン
運
動
の
P
E
袋
は
沿
道
の

ゴ
ミ
で
一
杯
に
な
っ
て
い
る
。

　

普
段
身
近
な
里
で
も
ち
ょ
っ
と
脇

に
入
る
と
知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

参
考
に
な
り
、
参
加
の
人
た
ち
と
の

和
や
か
な
交
流
も
図
れ
、
有
意
義
な

ふ
れ
あ
い
の
一
日
で
あ
っ
た
。

の
川
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

で
は
、
こ
の
古
い
流
路
は
い
つ
頃

か
ら
浅
間
山
の
北
を
通
り
岩
井
山
の

南
へ
抜
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
昔
の
渡
良
瀬
川
に
は
今
の
よ

う
な
立
派
な
堤
防
は
な
か
っ
た
の
で

洪
水
の
度
に
河
川
の
流
れ
は
大
き
く

変
わ
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
現
在
の
流

路
に
な
っ
た
の
は
「
足
利
興
廃
記
」

等
の
古
い
文
書
に
よ
る
と
、
中
世
末

の
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
〜
一
五
七

〇
）
に
4
回
大
洪
水
が
あ
り
、
こ
の

時
か
ら
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
の
足
利
赤
十
字
病
院
が
あ
る

競
馬
場
跡
地
に
今
で
も
中
川
町
の
地

番
が
一
部
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
流
路

変
遷
が
伺
え
る
。
こ
こ
山
辺
は
、
古

来
か
ら
の
渡
良
瀬
川
の
広
大
な
河
原

の
上
に
成
り
立
た
っ
て
い
る
。

栗
原
　
　
収 

氏

　

山
と
川
の
あ
る
町
足
利
市
。
現
在

の
渡
良
瀬
川
は
市
の
ほ
ぼ
中
央
、
山

辺
地
区
の
北
側
を
、
西
か
ら
東
へ
流

れ
て
い
る
。

　

渡
良
瀬
川
は
約
五
万
年
前
ま
で
は

現
在
の
み
ど
り
市
付
近
か
ら
南
向
き

に
深
谷
市
方
向
へ
流
れ
、
利
根
川
に

合
流
し
て
い
た
。

　

中
世
頃
は
下
流
部
は
現
在
の
江
戸

川
の
流
路
に
近
く
、
利
根
川
と
ほ
ぼ

平
行
し
て
東
京
湾
に
向
け
て
流
れ
て

い
た
と
い
わ
れ
る
。
中
流
の
こ
こ
足
利

付
近
は
現
在
の
矢
場
川
が
渡
良
瀬
川

の
本
流
で
あ
り
、
板
倉
町
付
近
は
古

く
は
大
曲
・
細
谷
付
近
（
館
林
と
の
境

界
）
を
蛇
行
し
な
が
ら
東
へ
流
れ
て

行
き
、
藤
岡
台
地
の
縁
に
当
た
っ
て
向

き
を
変
え
南
下
し
て
お
り
、
上
野
・
下

野
の
国
境
（
古
い
国
境
）
は
そ
の
当
時

　

恒
例
の
足
利
市
民
福
祉
大
会
が
11

月
8
日
、
市
と
市
社
協
等
7
つ
の
福

祉
団
体
の
主
催
10
団
体
の
後
援
で
プ

ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
市
で
は
平
成
11
年
に
福
祉
都
市

宣
言
が
な
さ
れ
、
す
べ
て
の
人
が
相

互
の
信
頼
と
連
帯
を
基
本
に
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
を
発
揮
し
て
、
共
に
支
え

あ
え
る
福
祉
社
会
実
現
の
取
り
組
み

に
参
加
す
る
こ
と
を
確
認
、
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

る
本
年
の
大
会
宣
言
を
採
択
し
、
功

労
者
表
彰
が
実
施
さ
れ
た
。

　

当
地
区
と
し
て
は
地
域
福
祉
功
労

で
市
長
表
彰
1
名
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表
彰
3
名
が
受
賞
し
た
。

　

足
利
市
長
表
彰　

﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　
　

小
池
光
代
さ
ん
（
堀
込
町
）

　

老
人
給
食

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
21
年
継
続

中
。
運
営
委

員
・
班
長
を

歴
任
、
常
に
委
員
の
中
核
と
し
て
活

動
、
又
、
地
域
の
福
祉
協
力
員
と
し

て
も
活
動
し
て
い
る
。

　

足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　
　

吉
住
知
子
さ
ん
（
借
宿
町
）

　

老
人
給
食

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
11
年
、
運

営
委
員
や
副

班
長
を
歴
任

し
、
会
の
円
滑
な
運
営
に
貢
献
し
て

い
る
。
又
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
も
活
動
し
て
い
る
。

　

足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　
　

亀
井　

操
さ
ん
（
朝
倉
町
）

　

山
辺
子
育

て
サ
ロ
ン
の

設
立
及
び
初

代
責
任
者
と

し
て
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
、
現
サ
ロ
ン
の

隆
盛
に
貢
献
。
現
在
も
主
力
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
活
動
中
。

　

足
利
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

﹇
地
域
福
祉
功
労
﹈

　
　
　
　

稲
垣
知
子
さ
ん
（
借
宿
町
）

　

山
辺
子
育
て
サ
ロ
ン
の
設
立
準
備

か
ら
参
画
、
経
験
を
生
か
し
て
楽
し

く
和
や
か
な
サ
ロ
ン
の
雰
囲
気
を
作

り
参
加
者
を

リ
ー
ド
。
現

在
も
主
力
ス

タ
ッ
フ
で
活

動
中
。

　

同
大
会
の
他
分
野
で
の
山
辺
社
協

の
受
賞
者
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功

労
と
し
て
中
川
町
の
蓼
沼
し
げ
子
さ

ん
が
老
連
会

長
賞
を
受
け

た
。
蓼
沼
さ

ん
は
現
在
も

老
人
給
食
委

員
で
あ
り
、
過
去
に
地
域
福
祉
功
労

と
し
て
市
社
協
会
長
・
市
長
表
彰
を

受
賞
し
て
い
る
。

足
利
市
民
福
祉
大
会 

開
催

足
利
市
民
福
祉
大
会 

開
催
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「
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良
瀬
川
の
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」
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」
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に
な
り
、
参
加
の
人
た
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の

和
や
か
な
交
流
も
図
れ
、
有
意
義
な

ふ
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あ
い
の
一
日
で
あ
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た
。
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か
。
昔
の
渡
良
瀬
川
に
は
今
の
よ

う
な
立
派
な
堤
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は
な
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の
で

洪
水
の
度
に
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の
流
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く
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よ
う
だ
。
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の
流
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の
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足
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」
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古
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すなおな心（はい）
奉仕の心（私がします）

反省の心（すみません）
感謝の心（ありがとう）

謙虚な心（おかげさま）
山辺地区日常五心 

歯医者さんの検診や出前保育など毎月楽しく
役立つ企画を準備しています。 

●ご参加をお待ちしています。●

山辺子育てサロン
　　　　のご案内

毎月第 1金曜の午前中、
　　八幡こども館にて開催中。

平成28年度は

4/8, 5/6, 6/3, 7/1, 9/2
10/7, 11/4, 12/2, 2/3, 3/3

幅
広
い 

地
域
福
祉
活
動
に
共
感
が
溢
れ
る



よ
り
施
行
さ
れ
る
介
護
保
険
は
よ
り

厳
し
い
内
容
と
な
っ
た
。
即
ち

一
、
国
が
関
与
し
て
い
た
介
護
予
防
、

　

要
支
援
1
、
2
へ
の
対
応
は
総
合

　

事
業
の
名
で
市
町
村
に
委
ね
る
。

二
、
特
養
入
所
は
原
則
要
介
護
3
以

　

上
に

三
、
介
護
保
険
利
用
費
は
一
律
1
割

　

負
担
だ
っ
た
の
が
一
定
以
上
の
収

　

入
者
は
2
割
負
担
に
、
等
。

　

施
設
増
に
限
界
が
あ
り
、
行
政
の

社
会
保
障
費
は
大
赤
字
。
で
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
。
現
状
国
の
方
向

は
「
在
宅
対
応
策
」
を
手
厚
く
し
て

費
用
の
増
を
抑
え
、
且
つ
消
費
税
増

で
赤
字
圧
縮
の
方
向
、
と
言
え
る
。

　

在
宅
対
応
の
主
は
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
で
、

一
人
の
高
齢
者
に
対
す
る
医

療
・
介
護
・
見
守
り
・
生
活

支
援
等
の
公
助
、
共
助
バ
ラ

バ
ラ
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の

を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
一
日
で
も

長
く
在
宅
生
活
で
き
る
支
援

の
仕
組
み
作
り
の
こ
と
。

　

現
状
で
は
数
年
前
よ
り
行

政
主
導
で
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

二
〇
二
五
年
問
題
は
団
塊
の
世
代

が
75
歳
以
上
に
な
る
こ
と
か
ら
生
ず

る
諸
問
題
。
特
に
医
療
・
介
護
の
側

面
で
は
課
題
山
積
だ
。

　

国
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
に
は
介
護

保
険
の
導
入
や
高
齢
者
福
祉
事
業
へ

の
民
間
投
資
を
促
す
法
整
備
が
進
め

ら
れ
、
特
養
・
老
健
・
通
所
介
護
等

の
施
設
が
多
数
設
置
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
対
象
者
の
絶
対
数
の
増
加

は
急
速
で
、
入
院
入
所
で
き
る
率
は

低
下
せ
ざ
る
を
得
ず
、
且
つ
国
の
社

会
保
障
費(

年
金
・
健
保
・
介
護
保
険
・

社
会
福
祉
等)

は
毎
年
一
兆
円
ず
つ

増
え
、
国
債
と
い
う
借
金
は
増
え
る

一
方
と
い
う
。

　

昨
年
4
月
法
改
正
さ
れ
来
年
4
月

ー
が
ま
と
め
役
と
な
っ
て
掛
か
り
付
け

医
、
ケ
ア
マ
ネ
、
民
生
委
員
の
間
で
連

携
会
議
が
も
た
れ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
狭
義
の
会
議
と
し
て
は
「
地

域
ケ
ア
推
進
会
議
」「
高
齢
者
支
援

地
域
ケ
ア
会
議
」「
同
・
連
絡
協
力

会
議
」
等
が
あ
る
が
、
現
状
は
即
対

応
の
課
題
の
多
い
「
支
援
が
無
い
と

在
宅
は
難
し
い
」
と
思
わ
れ
る
方
々

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
実
効
あ
ら

し
め
る
に
は
、
軽
度
な
支
援
で
日
常

生
活
が
可
能
な
高
齢
者
や
大
多
数
の

今
お
元
気
な
介
護
予
備
軍
の
方
々
を

も
対
象
と
す
る
「
在
宅
で
の
日
常
に

安
心
を
与
え
る
要
素
」
を
包
含
し
た
、

裾
野
の
広
い
シ
ス
テ
ム
に
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

こ
の
、
ど
の
よ
う
な
高
齢
者
で
も

自
宅
で
1
日
で
も
長
く
安
心
し
て
生

活
で
き
る
「
広
義
の
包
括
支
援
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
に
必
要
な
こ
と
を
一
高

齢
者
と
し
て
考
え
て
み
る
と
、

一
、
在
宅
医
療
技
術
の
革
新(

地
区

　

社
協
だ
よ
り
50
号
参
照)

二
、
自
宅
で
の
異
常
発
生
時
の
発
見

　

シ
ス
テ
ム
の
充
実

三
、
確
実
な
救
急
セ
ン
タ
ー
病
院
へ

　

の
つ
な
ぎ
シ
ス
テ
ム

四
、
キ
ー
マ
ン
を
通
し
て
の
地
域
社

　

会
と
の
連
携
、
等
が
上
げ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
に
隣
組
、
福
祉
協
力
員
、
自

治
会
、
安
心
キ
ッ
ト
、
サ
ロ
ン
、
老

人
会
、
地
区
社
協
等
の
地
域
共
助
が
、

広
義
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
有
機
的
に

組
み
込
ま
れ
て
く
る
べ
き
こ
と
の
重

要
性
が
明
確
に
な
っ
て
く
る
。

　

お
正
月
を
間
近
に
ひ
か
え
た
11
月

中
旬
、
西
新
井
町
ふ
れ
あ
い
広
場
の

メ
ン
バ
ー
が
正
月
飾
り
の
し
め
縄
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
講
師
は
町
内

の
須
永
和
俊
さ
ん
。
三
本
の
わ
ら
を

ま
と
め
る
の
に
四
苦
八
苦
し
、
よ
う

や
く
世
界
で
一
つ
の
作
品
が
完
成
し

ま
し
た
。
平
成
28
年
は
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
帰
宅

し
ま
し
た
。　
　
　

       

（
橋
本
記
）

 

い
う
。
正
に
民
意
の
先
を
行
く
先
端

学
術
団
体
と
感
銘
。

　

続
い
て
医
療
福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

学
科
准
教
授
林
先
生
の
登
場
。
昨
年

11
月
16
日
、
足
利
市
社
協
の
福
祉
協

力
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
で
「
こ
れ

か
ら
の
地
域
の
助
け
合
い
」
と
題
す

る
講
演
を
頂
い
た
。（
山
辺
か
ら
は
最

多
の
7
名
参
加
。
も
っ
と
多
く
の
人

に
聞
い
て
貰
い
た
い
話
、
と
の
思
い

　

今
年
度
の
地
区
外
研
修
は
、
大
田
原

市
に
あ
る
「
国
際
医
療
福
祉
大
学
」
の

訪
問
。
大
学
に
あ
る
先
端
的
設
備
や
人

を
育
て
る
施
設
等
を
見
学
す
る
と
共

に
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の
あ
り
方

に
つ
い
て
啓
蒙
活
動
を
さ
れ
て
い
る
先

生
の
お
話
を
直
接
聞
く
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

2
月
12
日
、
41
名
の
多
数
の
参
加

の
下
に
実
施
。
車
中
で
は
恒
例
の
車

内
研
修
。
地
区
社
協
の
現
況
や
、
当

日
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
資
料
で
お

さ
ら
い
し
つ
つ
大
学
へ
到
着
。

　

や
や
高
台
の
広
々
と
し
た
敷
地
に

ゆ
っ
た
り
と
木
々
に
囲
ま
れ
て
建
築

物
が
連
な
る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
案

内
さ
れ
る
過
程
で
お
世
話
頂
い
た
方

か
ら
「
こ
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
皆
さ

ん
の
山
辺
地
区
に
あ
る
ア
キ
レ
ス
と

ほ
ぼ
同
じ
広
さ
で
す
」
と
の
モ
テ
ナ

シ
言
葉
に
ド
キ
ッ
!

　

案
内
さ
れ
た
学
生
用
講
義
室
で
皆

さ
ん
ン
十
年
前
の
学
生
に
戻
っ
て
大

学
概
要
の
案
内
を
聴
く
。
医
学
部
を

有
し
な
い
の
に
大
学
病
院
を
有
す
る

（
塩
原
、矢
板
、東
京
、熱
海
の
4
病
院
）

と
い
う
特
徴
だ
っ
た
の
が
、
来
年
に

は
千
葉
県
成
田
市
に
看
護
学
部
・
医

療
学
部
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
と

か
ら
今
回
の
研
修
を
企
画
。）

　

当
方
の
意
を
受
け
て
窓
口
の
川
野

様
の
ご
努
力
で
、
林
先
生
の
講
義
を

特
別
に
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

感
動
の
詳
細
は
中
々
お
伝
え
し
難

い
が
、「
公
助
に
は
限
界
が
あ
る
だ
け

に
、
共
助
・
互
助
が
如
何
に
大
切
で
、

必
要
で
、
地
域
住
民
の
支
え
に
な
る

の
か
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
山
辺
地
区

は
市
内
で
は
若
い
地
区
。
是
非
地
域

で
の
支
え
あ
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の

モ
デ
ル
地
区
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
先
生
の
熱
い
エ
ー
ル
に
は
、「
是
非

　

活
断
層
も
少
な
く
気
象
変
動
災
害

も
今
は
少
な
い
こ
こ
足
利
の
地
も
、

い
つ
ま
た
館
林
で
の
竜
巻
災
害
や
先

日
の
常
総
市
で
の
鬼
怒
川
沿
い
に
発

生
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
る
水
害
等

の
渡
良
瀬
水
系
で
の
発
生
が
起
き
る

か
も
し
れ
ず
、
重
大
災
害
を
予
測
し

た
対
応
は
市
に
も
地
域
の
自
治
会
等

に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

数
年
前
よ
り
定
期
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
市
社
協
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
は
時
宜
を
得
た
も
の
で
、
地

域
団
体
役
員
層
に
は
是
非
受
講
頂
き

た
い
内
容
と
い
え
る
。

　

今
回
は
非
常
食
と
し
て
3
年
は
美

味
を
保
て
る
パ
ン
の
缶
詰
を
開
発
、

世
界
の
難
民
へ
の
援
助
も
行
っ
て
い

る
那
須
の
パ
ン
ア
キ
モ
ト
社
長
と
過

去
の
災
害
時
に
率
先
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
て

き
た
実
績
を
持
つ
李
仁
鉄
氏
の
講
演

と
実
習
で
あ
っ
た
。

　

災
害
時
に
起
る
混
乱
の
予
測
と
即

断
即
決
が
求
め
ら
れ
る
対
応
に
は
、

こ
の
よ
う
な
研
修
を
繰
り
返
す
こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
と
改
め
て
思
っ
た
。

ま
た
足
利
で
の
講
演
で
応
援
を
」
と

答
え
、
関
係
す
る
聴
講
仲
間
を
若
干

紹
介
し
て
今
後
の
地
区
で
の
活
動
と

本
日
の
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　

こ
の
後
、
一
体
百
万
も
す
る
模
造

人
体
が
4
体
も
横
た
わ
る
看
護
実
習

室
等
広
い
学
内
の
中
で
の
ポ
イ
ン
ト

部
分
の
見
学
に
移
っ
た
。

　

行
き
交
う
学
生
達
の
に
こ
や
か
で

優
し
い
挨
拶
に
こ
れ
ま
た
感
激
。
厳

し
い
高
齢
者
医
療
福
祉
の
現
実
と
将

来
に
暗
く
な
り
が
ち
な
我
々
へ
は
明

る
い
光
の
よ
う
に
感
じ
た
。

安
心
の
在
宅
生
活
に
は
何
が
必
要
か

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
？

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
？

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
？

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
？

医
療
福
祉
の
最
先
端
を
訪
ね
て

医
療
福
祉
の
最
先
端
を
訪
ね
て

多
の
7
名
参
加
。
も
っ
と
多
く
の
人

に
聞
い
て
貰
い
た
い
話
、
と
の
思
い

の
先
生
の
熱
い
エ
ー
ル
に
は
、「
是
非

　

活
断
層
も
少
な
く
気
象
変
動
災
害

も
今
は
少
な
い
こ
こ
足
利
の
地
も
、

る
い
光
の
よ
う
に
感
じ
た
。

災
害
時
の
避
難
所
で
は
、

　
何
が
起
き
て
く
る

大
学
に
て
地
区
外
研
修
を
実
施

大
学
に
て
地
区
外
研
修
を
実
施
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わらをまとめてしめ縄にしていく

し
め
縄
を
作
り
ま
し
た

し
め
縄
を
作
り
ま
し
た

西
新
井
町
サ
ロ
ン

自
分
の
身
で
考
え
よ
う
。

国際医療福祉大学管理棟時計台の下にて

秋元社長

李仁鉄さん


